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鶴見区障がい者基幹相談支援センター住所：大阪市鶴見区今津中2丁目4-37TEL:06-6961-4631FAX:06-6961-5525

対象
福祉従事者

ご興味のある方

講師

鶴見区民センター内
日建ホール(大ホール)

住所：大阪市鶴見区横堤5-3-15

OsakaMetro長堀鶴見緑地線「横堤」駅
4号出口すぐ

大阪シティバス「地下鉄横堤」　徒歩1分

内容

実践場面を想定した
ワークショップ

福祉・介護の現場において、職員と利用者、家族、地域社会との
信頼関係づくりは何よりも大切です。
近年では、InstagramやLINE、X（旧Twitter）などのSNSを通じて
施設の魅力を伝えたり、家族との交流を支えたりする取り組みも
広がっています。
一方で、SNSを通じた「善意のコミュニケーション」が、利用者との
距離感の誤りや誤解・不信感を生むリスクも増えています。
職員個人の発信が、組織全体の信用を左右する時代—。
「つながる力」と「守るべき距離感」どちらも学ぶ必要があります。
本研修では、福祉現場に特化したSNSの活用方法とともに、
利用者との適切な関係形成・リスク管理の視点から、
実践的に学びを深めます。

氏

共催:鶴見区地域自立支援協議会

申込方法
FAXまたはQRコードにて

詳細は裏面をご覧ください

交通手段

SNSを味方にする、
対人援助職のための
新しいコミュニケーションへ

浮世先生による講義



お名前

電話番号

職種

MAIL

備考

「SNSを味方にする福祉現場のコミュニケーションへ〜実践場面におけるSNSとそのリスク〜」申込書

鶴見区障がい者基幹相談支援センター FAX:06-6961-5525

お申し込み方法

① FAXでのお申込み
申込用紙に必要事項をご記入のうえ、

下記番号までFAXにてお送りください。

FAX：06-6961-5525

② QRコードからのお申し込み

▶ お申込みフォームはこちら

所属機関

この研修会をどこで知りましたか？

※中止の際にお知らせ致します。

1．職場で配布された

 2．掲示を見た
　　　　　　　　　（場所：　　　　　　　　）

3．その他
　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　）


